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人吉市議会の個人情報の保護に関する条例を制定しました

　個人情報保護制度はこれまで、国の行政機関、
独立行政法人等、民間事業者、地方公共団体な
ど、主体によって異なる法令などを適用してき
ましたが、令和３年５月 19 日に「デジタル社
会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律」が公布され、国で社会全体のデジタル化
に対応した「個人情報保護」と「データ流通」
の両立と、個人情報保護制度の国際的な調和を
図るため、個人情報保護法が改正されました。
これに伴い、４月１日から個人情報保護制度の
法体系が一本化され、地方公共団体においても、
全国的な共通ルールが施行されます。
　ただし、議会には法律が適用されないため、
議会独自でルールを定めなければなりません。
そのため、「人吉市議会の個人情報の保護に関す
る条例」を制定しました。

人吉市議会ハラスメント防止条例を制定しました

　人吉市議会において、議員間及び議員から職員
に対するハラスメントを防止することにより、良
好な議員の活動環境及び職員の職場環境を確立す
るため、人吉市議会ハラスメント防止条例を制定
しました。

☝上記２つの条例は、３月定例会において議員発議で提案し、全会一致で原案可決しました。
　詳細は後日、議会のホームページへ掲載予定です。

議会報告会に代えて
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容
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今期４年間、議会活動に対するご理解ありがとうございました
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２ ３月定例会・２月臨時会報告

～市政を問う～
一般質問

議会制度研究会報告

～各委員会報告～
～

～
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３月定例会報告 　令和５年３月第２回定例会は２月28日から３月22日ま
での23日間開催されました。

令和５年度一般会計予算

( 前年度比　５億9,485万 5千円の増 )
204 億 1,592 万３千円　可決

人　事　案　件

令和５年度一般会計予算の主なもの

２月臨時会報告

◎固定資産評価審査委員会委員の選任に同意した方

◎固定資産評価員の選任に同意した方
佐無田　学　氏  ・  本田　利廣　氏

迫田　浩二　氏

中島　祐一　氏

　令和５年２月３日の臨時会では、国の第二次補正予算に伴うもの等、
追加補正予算が提出されました。内容は、地方交付税法の一部を改正
する法律が制定されたことによる普通交付税の増額や、出産・子育て応
援交付金等の国庫支出金の増額などで、原案可決しました。

子ども・子育て新支援事業
（保育所及び認定子ども園運営費）

災害公営住宅整備事業
（住宅購入）

土地区画整理事業
（中心市街地地区及び青井地区）

〇人吉球磨広域行政組合負担金
（し尿・ごみ処理施設・葬祭場）

負担金関係
〇人吉下球磨消防組合負担金

くま川鉄道経営安定化補助金
（災害復旧分）

史跡人吉城跡保存整備事業

17億 66万５千円 30億 8,650万円

２億3,736万１千円

４億 8,634万８千円 ４億 2,063万円

1億 212万 9千円

5,803万６千円

◎公平委員会委員の選任に同意した方

経済建設委員会

〇今期（令和元年から令和５年まで）において審議してきたもののうち、
　特に重要なものを抜粋して報告します。

　人吉市まち・ひと・しごと総合交流館の整備が進み

ました。コワーキングスペースによるリモートワーク

の実践や、ＩＴ企業が４社入居するなど本市が目指す

関係人口の創出にも資するものとなっています。なお、

地下の温泉は、令和６年度中に再開予定です。

くまりば

くまりばコワーキングスペース

被災からの復興

　仮設商店街モゾカタウンの整備が行われました。被

災されたお店の復興へ向けた支援のため、令和３年２

月に、人吉駅前とくまりばにオープンしました。26

店舗でスタートし、現在 10店舗が、再建されました。

モゾカタウンひとよし駅前
避難路の整備

　令和２年７月豪雨災害からの復旧、住民が安心・安

全で快適に暮らせるまちづくりに向け早期整備が望ま

れます。

避難路整備予定地（城本町）

災害公営住宅（東校区地区）の整備

　相良町に続いて、東校区地区においても整備へ向け

ての手続が進んでいます。被災された方の生活再建の

ため、早期完成できますよう、議会としても、議論を

重ねてまいります。

豊永 貞夫 福屋 法晴 委員長
田中  哲

副委員長
牛塚 孝浩 大塚 則男 西  洋子

議会報告会に代えて

（�）ひとよし市議会だより　2023.4.1（��） ひとよし市議会だより　2023.4.1



条例案件の９件を承認

令和５年度一般会計予算を承認

中心市街地の複合施設設置に関する陳情を
趣旨採択

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例、その他６件の条例を承認

令和４年度 一般会計・特別会計補正予算５件を承認

　令和５年１月 18 日に教育委員会学校教育課の任期

付職員が窃盗容疑で現行犯逮捕された事案について、

市長、副市長及び教育長のそれぞれがその責任を負い、

令和５年４月分の給料を１か月減額するものです。

厚 生 委 員 会

厚生委員会の今後の方針

日常生活の中での問題解決策

課題解決のために

厚生委員会での懸案事項

審査する予算額

審査する予算

厚生委員会とは

　令和４年12月現在で、市の一般会計予算額が約233億
５千万円です。このうち厚生委員会所管の民生費と衛生費
は約89億２千万円で、一般会計の約38パーセントを占め
ています。特別会計の国民健康保険事業・後期高齢者医
療・介護保険の合計予算が約96億４千万円で、これに加
え、企業会計の水道事業・公共下水道事業特別会計予算
も審査しています。

　社会保障給付費の財源をどのように確保するかが大
きな懸案事項であり行政執行の課題です。　　
　これらは人間が生きていくうえで必要な予算ではあ
りますが、今や税収の減少やいろいろな歳入の不足は
深刻な課題です。また令和２年７月に本市を襲った未
曽有の大豪雨災害は、市政を一変させました。新型コ
ロナウイルスの影響で経済不振が続く中で追い打ちを
かける事態となりました。
　国や県からの補助金、交付金などもありますが、市
民生活への影響は深刻で働く場を失った方々もたくさ
んおられます。懸命な復旧復興が進んでいますが、今
後、市民の方々へ満足いく福祉の提供は、しっかりと
果たせるのか等の不安は常につきまとっています。

　市民生活、企業、事業運営活動は多種多様であり社
会構図は大変複雑となっています。日々の暮らしの中
で、悩みや困りごと、また不明な点などが生じた時は、
市役所に問い合わせましょう。担当部署が解らなくて
も電話や訪問することで案内を受けられ、相談するこ
とができます。　
　現在、厚生委員会では、
①マイナンバーカード普及のための体制強化
②出産・子育て応援交付金事業について
③高齢社会対策及び少子化問題　等など
　これらは一端ですが、重要な問題として捉え議論、
検討を行っております。

　市民の命と暮らしを守り、さらなる福祉の向上を図
るため、執行部からの条例案件や予算の提案、財源の
確保などあらゆる面から慎重かつ適正で厳しい審査を
行ってまいります。

　「ゆりかごから墓場まで」という格言がありますが、
厚生委員会はまさに「出生」から「死亡」までの社会
保障を担う市民部や健康福祉部と生活基盤の基礎とな
る上下水道事業を行う水道局を所管する生活に密着し
た委員会といえます。
　委員会審査は執行部から提案される条例案件や予算
提案などの審査を行い、その結果を議員全員の本会議
に報告して賛否をとるものです。

　市民の皆さまの快適な生活の維持・向上、さらなる
福祉面の向上を確保しなければなりません。
　そのためにも行政をはじめ附属する行政関連機関の
無駄を削減し、市民所得の向上による税の増収、観光
事業等の発展などによる外貨の獲得などを図る必要が
あります。　　
　そして市民、市役所、議会一丸となって市政発展に
努めなければならないと思います。

　一般会計の他に市民の生活に直結する５つの特別会計
「国民健康保険事業」、「後期高齢者医療」、「介護保険」、
「水道事業」、「公共下水道事業」を所管しています。

副委員長
本村 令斗 平田 清吉委員長

高瀬 堅一 徳川 禎郁井上 光浩池田 芳隆

議会報告会に代えて

水道局の議案を審査する厚生委員会

総務文教委員会報告

厚 生 委 員 会 報 告

●委　員　松村　太・犬童 利夫・西 信八郎
●副委員長　宮﨑　保●委員長　宮原 将志

●委　員　徳川 禎郁・池田 芳隆・平田 清吉・井上 光浩 
●副委員長　本村 令斗●委員長　高瀬 堅一

　「人吉市国民健康保険条例」は、こども・子育て支援と
して、出産育児一時金を１分娩あたり８万円引き上げて
います。産科医療保障制度に該当する場合は、50 万円の
支給となり、令和５年４月１日以降の出産から適用され
ます。
　また、新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の
対象期間が令和５年５月７日までに延長されました。
　「人吉市子ども医療費助成に関する条例」は、現行満
15 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までの助成です
が、令和５年７月からは「満 18 歳」に達する日以後の最
初の３月31日までと変更されます。
　「人吉市手話言語の普及及び障がいの特性に応じたコ
ミュニケーション手段の利用の促進に関する条例」が制
定されました。手話が言語であることの普及と障害の特
性に応じた様々なコミュニケーション手段の利用の促進
についての基本理念を定め、市の責務と市民及び事業者
の役割を明らかにし、市の施策を総合的かつ計画的に推
進するための条例です。他６件の条例改正を承認しました。

　「一般会計」、「国民健康保険事業」、「介護保険事業」、「水
道事業」、「公共下水道事業」は、いずれも事業費の確定
や決算見込み額の確定による補正が主なものです。
　地区公民館等整備費補助金の申請が少なかったことに

令和５年度 一般会計・特別会計予算５件を承認
　防犯灯のＬＥＤ化及び修繕を行う防犯灯設置工事は、
町内会から要望を受けてから、遅くても翌年度には実施
されます。
　令和４年度から特定不妊治療や一般不妊治療が保険適
用になりますが、県の助成事業が終了するため、市の助
成事業は、経済的負担を軽減するため継続されます。
　国民健康保険事業では被保険者数は減少しています
が、一人当たりの保険給付費は増加しています。
　介護保険事業では昨年度、認定者数が減少したため保
険給付費総額を減額しています。
　後期高齢者医療では保健事業として医科健診や歯科口
腔健診などが計画されています。
　水道事業では、計画
的に施設の更新等を進
める予算計上をしてい
ます。
　下水道事業では、災
害復旧に係る予算が大
きくなっています。

土手町路面補修工事現地視察（水道局）

御館跡西側石垣修復事業

　陳情の趣旨は、「まちなか賑わい施設についてのア

ンケート」集計結果で、およそ４人の内３人が中心

市街地にまちなか賑わい施設の設置を望んでいるこ

とから、図書館機能を主とした複合施設の設置を希

望するものです。現在の図書館の蔵書数や今後の増

床等の計画、他自治体の図書館の規模や利用者状況、

地域の方々の土地の利用状況など、様々な調査を経

ながら委員会において慎重に審査を行なってきまし

た。「浸水地区に図書館機能を持ってくるのは難しい

のではと思う」「どういった機能をもった図書館だと

利用者が増えるのか

などもう一歩踏み込

んだ検討を重ねてい

く必要がある」との

意見があり、全会一

致で趣旨採択とする

ことに決しました。

　総務部・復興政策部の主なものとして、人吉高等学

校創立 100 周年記念事業実行委員会補助金などです。

委員から、この補助金は他の町村も出すとのことだが、

人口割で出されるのかとの質疑に、球磨郡町村会で

300 万円の補助を予定されている。割合は令和３年

10 月１日時点の人口で割り当てられており、人吉市

は 38パーセントとなるとの答弁がありました。

　教育部の主なものは、人吉城跡石垣修理工事のため

の工事請負費などです。なお、石垣修復工事は現地視

察を行っております。

ついて、制度の周知は適切であったかなどについて審査
を行いました。
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輸送人員　推移
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総務文教委員会

の影響により、令和３年度の経常損失分の負担が大幅
に増加し、災害復旧事業着工に伴う地元負担も生じて
いる状況です。また、地域間幹線系統路線バスやじゅ
ぐりっと号については、運行単価の上昇や利用者の減
少に伴い増加傾向、乗合タクシーは予約がない便が増
加していることもあり減少傾向にはありますが、利用
者一人あたりの財政負担は大きく増加しており、相乗
り率が低下しています。

ました。
　また、くま川鉄道の全線復旧については、議会とし
ても支援していかなければならないと考えており、JR
肥薩線についても鉄道復旧の意義や運行経費の課題な
どについても調査していきたと考えています。

京都府京丹後市を視察

本市の地域公共交通の現状
　本市の地域公共交通は、人吉球磨地域の幹線系統と
して JR 肥薩線（運休中）、くま川鉄道、地域間幹線系
統路線バスがあり、それらを補完する支線系統として、 
じゅぐりっと号、まめバス、予約型乗合タクシーで形成さ
れています。
　利用状況ですが、くま川鉄道は平成 27 年度以降増加
傾向で推移し、地域間幹線系統路線バスは平成 28 年
度以降横ばいで推移していたものの、新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う外出自粛等の影響や令和２年７月
豪雨災害により、利用者が大きく落ち込んでいます。
　まめバス、乗合タクシーについては、一時的に利用
者が増加している路線があるものの全体的に減少傾向に
あり、じゅぐりっと号は令和元年まで平日・休日ともに増
加傾向にありましたが、他の公共交通機関と同様に令和
２年度以降は減少傾向となっています。
　これらの地域公共交通維持のためには財政負担が必
要ですが、くま川鉄道においては豪雨災害による運休等

総務文教委員会では
　今後の地域公共交通のあり方を調査するため、京都
府京丹後市の公共交通政策について視察を行いまし
た。京丹後市では、ささえ合い交通事業として、道路
運送法に基づく公共交通空白地有償運送では全国初と
なる ICT（ウーバーアプリ）を活用し、地元の住民ド
ライバーがマイカーを使って住民や観光客・インバウ
ンド客の移動をサポート。他にも、市内の路線バス料
金が上限 200 円とする取組や、エリア内なら月額定
額乗り放題の AI オンデマンドモビリティの実証など
が行われていました。
　本市においては、平成 22 年度にまめバス、平成
24 年度に予約型乗合タクシーを導入していますが、
目立った見直しはされていません。今後については、
京丹後市の取組を参考にしながら、本市にあった公共
交通のあり方を検討する必要があるとの意見が出され

地域公共交通について

委員長
宮原 将志

副委員長
宮﨑  保西 信八郎 犬童 利夫 松村  太

議会報告会に代えて 経済建設委員会報告 ●委　員　西　洋子・豊永 貞夫・福屋 法晴・大塚 則男
●副委員長　牛塚 孝浩●委員長　田中 哲

治 水・防 災 に 関 す る 特 別 委 員 会 報 告
●委　員　全議員●副委員長　池田 芳隆●委員長　田中 哲

条例改正３件、予算案件４件を承認
　条例改正の主なものは、人吉市営住宅条例の一部改
正と人吉市営単独住宅条例の一部改正です。
　市営住宅等の家賃については債権の整理をすることが
できる規定がないことから、現状では、多額の収入未済
額が蓄積され、債権の管理を続けていく状況となってい
ます。今回の改正により、市営住宅家賃等についても、
徴収の見込みがない債権を調査することができるように
なり、市営住宅家賃等の合理的な管理、未納額等の整
理を進めることができるようになります。
　予算案件は、まず、一般会計補正予算（第 12 号）で、
主なものは、Ｒ２年災大柿地区外農地災害復旧工事にお
ける、農地に堆積した土砂の処分手数料と、農地表土
の購入に伴うものです。
　次に、 一般会計当初予算は、農林業関係の主なもの
は、市民農園を令和５年３月末で閉園することから、地
権者の方へ原形復旧して返却するための工事請負費で
す。委員からの、「今後、市民農園はどうするのか」との
質疑に対し、「農地に関する法律が改正され、狭い面積
でも借りることなどができるようになったので、市として新
たにつくることは考えていない」との答弁がありました。

「田んぼダムの取組について」の検証と今期のまとめ
　令和５年３月２日（木）に開催した第 14 回本特別委
員会は、熊本県農林水産部よりお越しいただき、「田んぼ
ダムの取組について」説明をいただき、審査を行いました。
　まず、先進地である新潟県見附市の田んぼダムについ
て、映像を視聴し、その後熊本県のこれまでの取組につ
いて説明がありました。
　実証実験では、田んぼダム専用せき板を設置した田ん
ぼでは最大で 80％のピークカット効果を発揮したとのこ
とでした。ただし、台風 14 号の影響で令和４年９月 17
日から 19 日にかけて発生した、長時間にわたる降雨に
おいては、田んぼダムとしての機能が徐々に低下すること
も確認されたとの説明がありました。
　委員から、「畦の補強についてどのように対応していく
のか。もし、畦が崩れた場合はどこが保証するのか」と
の質疑に対し、「畦の補強は地域の合意形成があれば多
面的機能支払交付金のなかで畦ぬりも可能となっており、
国の補助事業でも可能である。また、崩れた場合につい
ては、まずは崩れないような田んぼダムの取組をしていく
必要がある。例えば、せき板を畦いっぱいに設置せず、
５～６センチ低く設置するなど、対策は必要となる」との

　次に商工関係の主なものは、まち・ひと・しごと総合
交流館の、被災した井戸を、新たな場所で掘削するもの
です。委員からの、「なぜ、井戸を掘削する必要がある
のか」との質疑に対し、「温泉が 50 度ほどあるので、
温度を下げるためである。上水道では経費がかかるの
で井戸水が必要である」との答弁がありました。
　土木費の主なものは、都市防災総合推進事業による
用地測量委託料、被災市街地復興推進事業に伴う建物
調査委託料、被災市街地設計等業務委託料です。なお、
紺屋町と上青井町におきまして、現地視察を行いました。

被災市街地復興土地区画整理事業

田んぼダム用のせき板を設置した排水桝

答弁がありました。また、「県内他市町村の田んぼダムの
取組状況は」との質疑に対し、「南阿蘇村で熊本大学と
一緒に試験研究をかねて取り組まれている。田んぼダム
に興味をもっている市町村は多いが、実際の取組はこれ
からである」との答弁があっております。
　本特別委員会は 14 回にわたり開催し、様々に協議を
行ってまいりましたが、令和２年７月豪雨災害のすさまじ
さを見せつけられ、改めて治水・防災の重要性を感じた
ところであります。復旧・復興は、まだ道半ばでございま
すので、治水・防災については今後も引き続き取り組ん
でいただくことを要望しました。
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議会制度研究会報告
　今期（令和元年５月～令和５年４月）の議会制度研究会は、令和元年６月 18 日に全議員で構成し、
発足いたしました。これまで、議員研修を含めて、合計 25 回にわたり開催し、議会を取り巻くさまざま
な課題について検討してきました。その内容と成果等につきましては、次のとおりです。

１　議員報酬、政務活動費、常任委員会の行政視察
　市の行財政健全化計画の期間（令和２年度～令和４年度）において次のように対応しました。
　（１）議員報酬　議長・副議長・議会選出の監査委員が４％減額、その他の議員が３％減額。
　（２）政務活動費　年間 24万円⇒年間 12万円
　（３）常任委員会の行政視察　毎年実施⇒２年に１度実施

２　議会報告会及び意見交換会
　今期は、新型コロナウイルス感染症や、令和２年７月豪雨の影響により、１回しか開催できませんでした。
　今後、多くの方に参加いただけますよう、開催形式について引き続き協議を行ってまいります。

３　人吉市議会基本条例について
　人吉市議会の志す基本理念及び基本方針を定め、議会の最高規範として制定し、令和４年６月 28 日に
施行しました。
　今後も、引き続き、議会がこの条例に沿って運営されているかどうかの検証を行ってまいります。

４　議会のＩＴ化（ペーパーレス化を含む）について
　現在、議員への連絡の一部で、IT化を図っており、また一部の会議においてはタブレットを使用しております。
今後も継続して、タブレットの導入によるIT化の実現に向けて進めてまいります。

５　議員定数について
次期改選時（令和５年５月）から、２名減の 16名としました。
〇議論の経緯
　令和３年３月から４月にかけて、議員 18 人を対象に、議員定数に関するアンケートを行いました。結果、
現状が適当であるという意見が、13人。多いという意見が４人、その他が１人でした。「現状が適当である」
の理由として、「市民の声を広く拾い上げるためには現在の定数が必要」との意見や、「多様な民意を代表す
るのが議会であり、民意を議会反映させるのが議員。住民の代表としての議員を削減すれば、議員は身近な
存在から遠くなる」などがありました。
　一方で、「多い」の理由としては、「平成23年から人口が約4,000人減っている。議員の数も減らすべき」、「人
吉市の現在の人口数及び将来の人口減少とさらなる高齢化による財政の減少が考えられるため」というもの
などでした。
　また、早稲田大学マニフェスト研究所所長の中村健（なかむら　けん）氏を講師にお招きし、「議員定数
を考える」と題し、議員研修も行いました。
　その後、令和４年２月から３月にかけて、人吉市議会に関する市民アンケートを実施しました。このアンケー
トは議会だよりに併せて、全戸配布（約 13,000 通）を行い、議会への関心など幅広くお尋ねしました。
　回答数は348通で、議員定数についての質問では、「今のままでよい」が 64通、「多すぎる」が 242通、「少
なすぎる」が２通、「わからない」が 40通でした。
　その後４回の議会制度研究会を開催し、様々に議論を重ねた結果、次期改選時からは、現在の 18名を、
２名減の 16名とすることに決定いたしました。

復興のまちづくりに関する特別委員会報告
●委　員　全議員●副委員長　西　洋子●委員長　宮原 将志

…令和５年３月定例会の請願・陳情等の議決結果…
付託委員会 件　　　　名 議決結果

総務文教委員会 中心市街地の複合施設設置に関する陳情 趣 旨 採 択

議員別表決 …「表決が割れた」議案とその議員別表決…
賛否が分かれたもののみを掲載しております。

議案
番号

議第
２号
議第
８号

議第
33号

議員氏名　

議案

令和４年度　人吉市一般会計補正
予算（第12号）

令和５年度　人吉市一般会計予算

人吉市特別職の職員の報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

西 

信
八
郎

大
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法
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孝
浩
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芳
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徳
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禎
郁

松
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太

：議案に対して賛成 ：議案に対して反対 ／：議長は表決に加わりません

復興のまちづくりに関する特別委員会まとめ
　本委員会は、令和２年７月豪雨災害からの復旧・復
興事業において、復興まちづくりに関する諸問題につい
て調査を行うことを目的として設置されました。
　調査事項である「復興まちづくり計画について」は、
人吉市復興まちづくり計画の策定、計画に基づく重点８
地区の取組状況について審査を行ってきました。また、
上益城郡益城町に災害公営住宅及び土地区画整理事業
についての視察を行っております。
　「被災市街地復興推進地域」については、青井地区、
中心市街地地区における土地区画整理事業について審
査を行い、現在、青井地区においては、青井被災市街
地復興土地区画整理事業、国道 445 号都市計画変更
が決定。中心市街地地区においては、紺屋町被災市街
地復興土地区画整理事業の認可を受けています。
　「安全・安心のまちづくり」については、浸水リスクの
高い大柿地区における住まいとコミュニティーについて
や、避難路整備事業について審査を行ってきました。大
柿地区においては、現在、遊水地計画外の地域の方々
に大柿地区からの移転促進のため、移転新築または移
転先住宅の改修に係る費用の支援を行っています。
　また、市民との意見交換会については、紺屋町の共
栄会と人吉ひかりの復興プロジェクトの２団体と意見交

換を行いました。共栄会とは屋台村構想について意見交
換を行いましたが、令和４年 12 月に飲食店街「紺屋小
町」が整備され、新たな賑わい創出の拠点となることが
期待されています。
　豪雨災害から２年８か月が経過し、被災した道路や公
園、農林業施設等の復旧、まちなかでのイベントの開催
など、徐々にではありますが、復旧・復興が進み賑わい
も戻ってまいりました。
　しかし、これから始まる土地区画整理事業や中神町城
本地区・大柿地区における遊水地計画、災害公営住宅
の建設などによる住まいの確保など、本格的な復興まち
づくりはこれからです。今後の復興まちづくりがより一層
前進するよう全庁一丸となって取組を進めていただきた
いと思います。

益城町土地区画整理事業視察

…令和５年２月臨時会の議案等の議決結果…
議第１号
番　号

令和４年度　人吉市一般会計補正予算(第１１号)
件　　名 議決決定

原案可決
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問答

大塚　則男

動画視聴

　
肥
薩
線
復
旧
に
向
け
、
肥
薩
線
利
用
促
進
・

魅
力
発
信
協
議
会
は
、
部
分
運
行
も
含
め
て
ど

の
よ
う
な
要
望
を
さ
れ
た
の
か
。

問

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
を
し

て
い
る
の
か
。

　
被
災
直
後
の
令
和
２
年
10
月
か
ら
毎
年
要
望

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
５
年
２
月
に
は
、

部
分
運
行
で
の
再
開
、
吉
松―

隼
人
間
の
便
数

の
現
状
維
持
、
鉄
道
復
旧
の
３
項
目
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

答

　
鉄
道
を
軸
と
し
た
地
域
振
興
、
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
の
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
利
活
用
策
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
地

域
へ
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
、
持
続
可

能
性
の
担
保
等
に
つ
い
て
関
係
者
で
の
議
論
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
先
行
し
て
の
部
分

運
行
に
関
し
て
は
困
難
で
あ
る
。

問答

宮原　将志

動画視聴

　
市
長
の
描
く
復
興
後
の
人
吉
の
姿
は
。

問

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
に
伴
う
、
工
業
用
地
造

成
の
考
え
は
。

　
人
づ
く
り
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
子
育
て
世
代

を
支
え
る
日
本
一
の
地
域
づ
く
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
学
び
合
う
生
涯
学
習
環
境
の
醸
成
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
他
に
も
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り

や
山
田
川
堤
防
整
備
等
に
よ
る
水
辺
の
利
活
用
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
な
ど
、
目
指
し
て
い
き

た
い
姿
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
示
し
、
共

感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
吉
の
未
来
像
を
描
い

て
い
き
た
い
。

答

　
現
在
、
本
市
で
は
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
紹

介
で
き
る
土
地
が
な
い
。
県
や
管
内
自
治
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
工
業
用
地
と
し
て
の
可
能
性

が
あ
る
エ
リ
ア
の
洗
い
出
し
や
基
礎
調
査
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

問答

西　洋子

動画視聴

　
中
神
地
区
に
建
設
予
定
の
遊
水
地
の
概
要
と
、

工
事
開
始
は
い
つ
頃
か
。

問

　
移
転
の
話
は
な
く
な
っ
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と
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か
。

問

　
遊
水
地
整
備
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よ
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周
辺
住
家
の
浸
水
リ
ス
ク

や
住
環
境
悪
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の
懸
念
が
あ
り
、
公
式
で
は
な
い

が
移
転
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が
あ
っ
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と
相
談
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あ
っ
て
い
た
。

住
人
に
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
話
だ
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
か
。

　
周
囲
堤
、
囲
ぎ
ょ
う
堤
は
土
で
で
き
た
堤
防
と

同
じ
構
造
を
予
定
し
て
い
る
が
、
現
在
設
計
段
階

で
計
画
内
容
を
示
す
状
況
に
な
い
。
工
事
着
工
時

期
は
令
和
５
年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。

答

　
そ
の
後
の
検
討
状
況
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の

確
認
や
報
告
が
十
分
で
な
く
ご
心
配
を
お
か
け
し

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

答

　
そ
の
認
識
で
間
違
い
な
い
。

肥
薩
線
全
線
復
旧
と

　
　
　
　
　
部
分
運
行
の
取
組
は

人
吉
の
未
来
像
と

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
の
波
及
効
果
は

中
神
地
区
遊
水
地
に
つ
い
て

一 般 質 問 ～市政の内容を問う～
一般質問
通告書は
こちらから

各
議
員
の
項
目
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、一
般
質
問
の
録
画
映
像
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
は

（株）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

番　号 件　　名 議決決定番　号 件　　名 議決決定

一
般
質
問

問答

高瀬　堅一

動画視聴

　
市
政
の
発
展
策
と
し
て
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ

と
は
、
財
政
の
支
出
の
無
駄
を
省
き
発
展
策
に

充
て
る
「
財
源
の
捻
出
」、
事
業
と
し
て
は
、「
観

光
の
促
進
」
と
考
え
る
。
外
貨
の
獲
得
が
急
務

で
は
。

問

　
観
光
の
促
進
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
本
市
観

光
の
宣
伝
に
尽
き
る
。
民
間
は
財
源
的
に
厳
し

い
の
で
、
市
で
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
本
市
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
外
貨
の
獲
得
は

重
要
で
急
務
で
あ
る
。
今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ

て
、
観
光
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

答

　
本
市
観
光
の
魅
力
を
圏
外
に
発
信
す
る
こ
と

が
、
観
光
促
進
の
第
一
歩
と
考
え
る
。
積
極
的

に
宣
伝
を
行
い
た
い
。

市
政
の
発
展
に
つ
い
て

※

そ
の
他
、「
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
」「
議
会
対
応
に

　
つ
い
て
」「
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
、
具
体
的
内
容

　
を
示
し
、
詳
細
な
質
問
を
行
っ
た
。

…令和５年３月定例会の議案等の議決結果…
※表決が割れた議案の議員別表決は５ページに掲載しています。
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一
般
質
問

問

犬童　利夫

動画視聴

　
県
営
北
人
吉
地
区
農
地
整
備
事
業
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問

　
流
域
治
水
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
普
及
拡
大
と
マ
イ

ス
タ
ー
の
育
成
と
役
割
は
。

　
田
ん
ぼ
ダ
ム
マ
イ
ス
タ
ー
は
農
家
へ
の
呼
び

か
け
、
指
導
、
助
言
、
せ
き
板
の
配
布
な
ど
の

役
割
。
関
係
団
体
と
マ
イ
ス
タ
ー
の
意
見
や
情

報
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
課
題
の
解
決

な
ど
図
り
た
い
。
老
朽
化
し
た
農
業
用
施
設
の

要
望
が
あ
り
、
そ
の
整
備
に
併
せ
て
田
ん
ぼ
ダ

ム
の
機
能
を
果
た
す
排
水
桝
、
畦
畔
の
再
整
備

に
取
り
組
み
た
い
。

答答

　
令
和
５
年
度
に
基
礎
調
査
、
６
年
度
に
農
家

に
よ
る
組
織
の
立
ち
上
げ
、
７
年
度
に
国
の
事

業
計
画
の
審
査
を
経
て
、
土
地
改
良
法
に
基
づ

く
同
意
取
得
を
予
定
。
８
年
度
か
ら
事
業
着
手

と
な
り
、
５
か
年
で
事
業
完
了
を
目
指
す
。

問答

松村　太

動画視聴

　
年
間
出
生
人
数
の
現
在
と
５
年
前
と
の
比
較
は
。

問

　
実
際
の
子
育
て
で
の
不
安
や
悩
み
は
。

問

　
人
吉
市
デ
ー
タ
へ
ル
ス
計
画
の
今
後
の
課
題
と

傾
向
は
。

　
平
成
27
年
度
が
２
６
７
人
。
令
和
２
年
度
が
２

０
１
人
。
令
和
５
年
１
月
末
現
在
で
１
５
９
人
と

な
っ
て
い
る
。

答答

　
平
成
30
年
度
調
査
に
お
い
て
就
学
前
の
保
護
者

で
は
「
自
分
の
自
由
な
時
間
が
持
て
な
い
」「
子

育
て
に
出
費
が
か
さ
む
」。
小
学
校
保
護
者
で
は

「
子
育
て
で
出
費
が
か
さ
む
」「
不
安
に
思
う
こ

と
は
特
に
な
い
」
の
順
で
あ
る
。

答答

　
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
予
備
軍
・
該
当
者
増
加
を
抑
え
る
こ
と
。

特
定
健
診
で
自
ら
の
健
康
状
態
を
知
り
、
病
気
の

早
期
発
見
、
重
症
化
予
防
、
健
康
寿
命
延
伸
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

問答

井上　光浩

動画視聴

　
市
内
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
、
肥
満
傾
向
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

問

　
現
在
、
人
吉
市
小
学
校
社
会
体
育
、
通
称
「
モ

リ
ス
ポ
」
に
よ
り
運
動
の
場
を
提
供
さ
れ
て
い
る

が
、
運
営
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

問

　
中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
の
方
針
や
、
学

校
・
保
護
者
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
に

よ
る
と
、
国
や
県
と
同
様
に
肥
満
傾
向
。
指
摘
の

と
お
り
、
年
度
ご
と
に
国
や
県
と
比
較
し
て
も
、

市
の
値
が
上
回
っ
て
い
る
年
が
多
く
見
ら
れ
る
。

答

　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
外
部
有
識
者
で
組
織
す
る
人

吉
市
小
学
校
社
会
体
育
運
営
委
員
会
で
、
方
針
等

を
決
定
し
て
い
る
。

答

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
協
議
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
学
校
保
護
者
等
に
も
説

明
責
任
を
果
た
す
。

農
地
整
備
事
業
と
田
ん
ぼ
ダ
ム

　
　
　
　
　
普
及
拡
大
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
・
高
齢
化
の

　
　
　
　
現
状
と
こ
れ
か
ら
　
他

児
童
・
生
徒
の
部
活
動

　
　
　
社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て

※

そ
の
他
、
雨
庭
に
つ
い
て
資
し
た
。 け

い
は
ん

一
般
質
問

問答

田中　哲

動画視聴

　
市
の
交
通
指
導
員
の
な
り
手
不
足
や
、
行
政
改
革
、

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
民
間
へ
の
業
務
委
託
や
、
交

通
安
全
協
会
と
の
統
合
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

問

　
球
磨
川
左
岸
河
川
管
理
道
路
（
人
吉
橋―

葬
祭
場

愛
掌
殿
く
ま
川
）
の
市
道
へ
の
認
定
に
つ
い
て
、
管

理
者
の
国
土
交
通
省
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問

　
市
道
認
定
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

認
識
し
た
が
、
代
替
案
は
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
の
民
間
へ
の
業
務
委
託
や
、
交
通

安
全
協
会
と
の
合
併
統
合
等
、
早
急
に
調
査
研
究

を
行
い
た
い
。

答

　
市
道
認
定
に
前
向
き
で
あ
る
。

答

　
現
在
の
と
こ
ろ
代
替
案
と
し
て
、
南
側
の
市
道

新
町
灰
久
保
線
・
麓
町
矢
黒
線
の
整
備
事
業
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。
市
道
矢
黒
地
内
６
号
線
（
葬

祭
場
愛
掌
殿―

ひ
ま
わ
り
亭
）
の
避
難
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

本村　令斗

動画視聴

　
差
別
や
偏
見
が
根
強
く
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
は
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
性
の
多
様
性
を
理
解
し
、

尊
重
し
て
い
く
人
権
意
識
が
大
切
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
カ
ッ

プ
ル
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
、
導
入
す
べ
き

で
は
。

問

　
自
認
す
る
性
別
の
制
服
や
服
装
・
体
操
服
の
着
用

を
認
め
る
べ
き
で
は
。

問

　
加
齢
性
難
聴
の
方
へ
の
補
聴
器
の
普
及
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
。
補
聴
器
購
入
に
助
成
を

行
う
べ
き
で
は
。

答

　
国
や
県
、
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

　
先
進
自
治
体
の
例
を
参
考
に
、
調
査
、
研
究
を
進
め

た
い
。

答

　
校
長
会
で
制
服
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
令
和
５

年
度
に
は
協
議
会
を
設
置
す
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

早
期
の
実
現
を
目
指
し
て
、進
め
て
い
き
た
い
。

問答

牛塚　孝浩

動画視聴

　
市
役
所
窓
口
で
、
「
書
か
な
い
窓
口
」
設
置
へ

向
け
た
検
討
状
況
は
。

問

　
人
吉
城
歴
史
館
地
下
室
遺
構
を
、
観
光
の
目
玉

と
し
て
生
か
せ
な
い
か
。

　
手
続
の
届
出
状
況
を
各
課
で
共
有
し
、
記
入
頻

度
を
減
ら
す
仕
組
み
の
試
行
を
行
う
な
ど
、
検
討

を
続
け
て
い
る
。

答

　
熊
本
県
文
化
課
の
支
援
で
、
３
次
元
デ
ー
タ
に

よ
る
観
察
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
市
の
出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も

追
加
す
る
。
日
本
で
人
吉
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い

な
い
、
貴
重
で
不
思
議
な
地
下
室
遺
構
と
い
う
テ

ー
マ
で
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
日
本
遺
産

人
吉
球
磨
の
売
り
込
み
と
併
せ
て
、
観
光
的
な
活

用
を
図
り
な
が
ら
、
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て
る
場
所

と
し
て
確
立
し
て
い
き
た
い
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

　
（
性
的
少
数
派)

へ
の
理
解 

他

書
か
な
い
窓
口
の
取
組
と

　
　
　
地
下
室
遺
構
の
観
光
活
用

市
の
交
通
指
導
員
・

　
　
球
磨
川
左
岸
河
川
管
理
道
路

※

そ
の
他
、
上
原
田
土
地
改
良
事
業
、
集
落
機
能
低
下
問

　
題
等
に
つ
い
て
も
質
し
た
。
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一
般
質
問

問答

宮﨑　保

動画視聴

　
人
間
ド
ッ
ク
の
人
吉
球
磨
の
補
助
金
制
度
内

容
と
、
本
市
の
今
後
の
考
え
は
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
錦

町
は
男
性
３
万
円
、
女
性
３
万
５
千
円
。
多
良

木
町
は
男
性
２
万
７
千
円
、
女
性
３
万
６
千
円
。

五
木
村
は
自
己
負
担
額
を
男
性
１
万
円
、
女
性

１
万
４
千
円
。
山
江
村
は
委
託
料
の
７
割
、
水

上
村
は
８
割
を
補
助
。
被
保
険
者
を
限
定
し
な

い
の
は
、
相
良
村
と
湯
前
町
で
、
委
託
料
と
し

て
７
割
補
助
。
球
磨
村
は
無
い
。
本
市
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
40
歳
〜
75
歳
未
満
の
被
保
険
者

を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
結
果
を
市
に
情
報
提

供
し
た
人
に
５
千
円
を
助
成
し
て
い
る
。
令
和

５
年
度
も
現
在
の
助
成
額
を
予
定
し
て
い
る
が
、

県
内
の
自
治
体
の
助
成
状
況
を
考
慮
し
検
討
し

て
い
く
。

問答

徳川　禎郁

動画視聴

　
災
害
公
営
住
宅
入
居
前
と
入
居
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
作
り
の
計
画
は
。

問

　
災
害
公
営
住
宅
入
居
後
、
ま
た
、
仮
設
住
宅
集

約
後
の
市
営
単
独
住
宅
で
は
、
地
域
の
民
生
委
員

不
足
が
考
え
ら
れ
る
。
孤
立
防
止
へ
の
取
組
、
対

策
の
考
え
は
。

　
入
居
前
の
取
組
は
、
団
地
内
の
自
治
会
発
足
の

準
備
、
建
設
地
の
相
良
町
町
内
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。
入
居
後
は
、

県
の
支
援
事
業
等
を
活
用
し
、
地
域
に
溶
け
込
め

る
よ
う
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。

答

　
当
面
は
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
の

戸
別
訪
問
を
行
い
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
、
両

面
で
の
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

問答

平田　清吉

動画視聴

　
大
柿
地
区
及
び
中
神
地
区
遊
水
地
整
備
工
事

の
、
着
工
時
期
は
い
つ
か
。

問

　
薩
摩
瀬
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
は
、
い
つ
頃
工
事
着
手
す

る
の
か
。

問

　
下
林
・
温
泉
地
区
で
は
、
民
間
業
者
に
よ
る
農

地
開
発
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
、
市
と
し
て
の
農

地
利
用
計
画
は
。

　
中
神
地
区
遊
水
地
は
、
順
調
に
進
め
ば
令
和
５

年
度
末
工
事
着
手
。
大
柿
地
区
遊
水
地
は
、
用
地

協
議
や
契
約
締
結
の
手
続
調
整
が
あ
り
、
工
事
着

手
未
定
。

答

　
事
業
は
、
国
土
交
通
省
本
省
の
計
画
承
認
が
必

要
な
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
の
計

画
申
請
・
承
認
を
目
指
し
、
引
き
続
き
地
権
者
と

の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、

工
事
着
手
の
時
期
は
示
せ
な
い

答

　
民
間
業
者
独
自
の
開
発
計
画
で
あ
り
、
市
は
開

発
計
画
に
携
わ
っ
て
い
な
い
。

人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
補
助
金
に
つ
い
て
　
他

被
災
者
の
生
活
再
建
等
、

　
　
　
　
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

※

そ
の
他
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策
、

　
仮
設
店
舗
に
つ
い
て
質
し
た
。

※

そ
の
他
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ

　
の
生
理
用
品
の
常
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
し
た
。

一
般
質
問

問答

豊永　貞夫

動画視聴

　
都
市
計
画
税
は
都
市
計
画
区
域
内
の
道
路
、
下

水
道
、
公
園
な
ど
に
充
当
さ
れ
る
目
的
税
だ
が
、

区
域
内
で
納
税
し
て
い
る
の
に
、
都
市
計
画
事
業

が
何
も
さ
れ
て
い
な
い
町
内
が
あ
る
。
都
市
計
画

区
域
の
見
直
し
の
考
え
は
。

問

　
年
次
計
画
で
撤
去
さ
れ
て
い
た
学
校
ゴ
ミ
焼
却

炉
の
撤
去
作
業
が
中
断
さ
れ
て
い
る
が
、
撤
去
計

画
は
。

　
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
は
、
社
会
経
済
状
況

の
変
化
に
対
応
し
、
都
市
計
画
基
礎
調
査
の
結
果

等
を
踏
ま
え
て
、
変
更
の
必
要
性
を
吟
味
し
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

　
２
校
で
２
基
の
撤
去
が
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の

影
響
で
中
断
し
て
い
た
が
、
次
年
度
以
降
に
協
議

し
て
い
く
。

問答

福屋　法晴

動画視聴

　
令
和
元
年
８
月
10
日
に
道
の
駅
ひ
と
よ
し
が

開
駅
し
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
が
、
開
駅

前
と
開
駅
後
の
状
況
は
。

問

　
道
の
駅
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
方
々
に
、
正
面

階
段
は
問
題
と
指
摘
し
て
き
た
が
解
決
策
は
。

　
利
用
者
・
売
店
販
売
は
増
加
。
物
品
販
売
委

託
契
約
件
数
は
99
件
、
青
果
物
の
契
約
件
数
は

11
件
。
地
元
農
産
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

施
設
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

答

　
正
面
入
り
口
に
は
、
62
段
の
階
段
が
あ
り
、

今
で
も
ご
不
便
を
か
け
て
い
る
。
今
後
、
体
験

型
の
道
の
駅
と
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
取

扱
商
品
の
新
規
開
拓
、
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
、
階
段
を
上
が
っ
た
先
に
楽
し
み

が
待
っ
て
い
る
と
感
じ
る
ソ
フ
ト
面
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問答

池田　芳隆

動画視聴

　
里
親
制
度
の
認
知
度
は
ど
の
程
度
か
。

問

　
里
親
制
度
の
研
修
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
事
例
は

あ
る
か
。
　

問

　
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
市
民
か
ら
「
里
親
に
な
り
た
い
」
と
か
、「
里

親
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
問
い
合

わ
せ
は
な
い
。
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

　
里
親
支
援
は
、
熊
本
県
が
委
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
優
里
の
会
」
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
市

が
研
修
等
を
開
催
し
た
実
績
は
な
い
。
　

答

　
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
教
室
も
増
加
し
て
お

り
、
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
る
子
ど
も
の
受
け
皿

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
見
守

り
等
を
行
う
団
体
を
支
援
し
な
が
ら
、
各
団
体
と

更
な
る
連
携
を
考
え
て
い
る
。
　

道
の
駅
ひ
と
よ
し
の

　
　
　
　
　
　
現
状
と
問
題
は

里
親
制
度
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
課
題
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
の

　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て
　
他

※

そ
の
他
、
物
価
高
騰
支
援
給
付
金
を
全
市
民
へ
給

　
付
で
き
な
い
か
を
質
し
た
。
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一
般
質
問

問答

宮﨑　保

動画視聴

　
人
間
ド
ッ
ク
の
人
吉
球
磨
の
補
助
金
制
度
内

容
と
、
本
市
の
今
後
の
考
え
は
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
を
対
象
に
、
錦

町
は
男
性
３
万
円
、
女
性
３
万
５
千
円
。
多
良

木
町
は
男
性
２
万
７
千
円
、
女
性
３
万
６
千
円
。

五
木
村
は
自
己
負
担
額
を
男
性
１
万
円
、
女
性

１
万
４
千
円
。
山
江
村
は
委
託
料
の
７
割
、
水

上
村
は
８
割
を
補
助
。
被
保
険
者
を
限
定
し
な

い
の
は
、
相
良
村
と
湯
前
町
で
、
委
託
料
と
し

て
７
割
補
助
。
球
磨
村
は
無
い
。
本
市
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
40
歳
〜
75
歳
未
満
の
被
保
険
者

を
対
象
に
、
特
定
健
診
の
結
果
を
市
に
情
報
提

供
し
た
人
に
５
千
円
を
助
成
し
て
い
る
。
令
和

５
年
度
も
現
在
の
助
成
額
を
予
定
し
て
い
る
が
、

県
内
の
自
治
体
の
助
成
状
況
を
考
慮
し
検
討
し

て
い
く
。

問答

徳川　禎郁

動画視聴

　
災
害
公
営
住
宅
入
居
前
と
入
居
後
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
作
り
の
計
画
は
。

問

　
災
害
公
営
住
宅
入
居
後
、
ま
た
、
仮
設
住
宅
集

約
後
の
市
営
単
独
住
宅
で
は
、
地
域
の
民
生
委
員

不
足
が
考
え
ら
れ
る
。
孤
立
防
止
へ
の
取
組
、
対

策
の
考
え
は
。

　
入
居
前
の
取
組
は
、
団
地
内
の
自
治
会
発
足
の

準
備
、
建
設
地
の
相
良
町
町
内
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
形
成
を
目
指
し
て
い
く
。
入
居
後
は
、

県
の
支
援
事
業
等
を
活
用
し
、
地
域
に
溶
け
込
め

る
よ
う
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。

答

　
当
面
は
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
の

戸
別
訪
問
を
行
い
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ
フ
ト
面
、
両

面
で
の
対
策
を
し
て
い
き
た
い
。

問答

平田　清吉

動画視聴

　
大
柿
地
区
及
び
中
神
地
区
遊
水
地
整
備
工
事

の
、
着
工
時
期
は
い
つ
か
。

問

　
薩
摩
瀬
地
区
に
計
画
さ
れ
て
い
る
河
川
防
災
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
事
業
は
、
い
つ
頃
工
事
着
手
す

る
の
か
。

問

　
下
林
・
温
泉
地
区
で
は
、
民
間
業
者
に
よ
る
農

地
開
発
計
画
が
あ
る
と
聞
く
が
、
市
と
し
て
の
農

地
利
用
計
画
は
。

　
中
神
地
区
遊
水
地
は
、
順
調
に
進
め
ば
令
和
５

年
度
末
工
事
着
手
。
大
柿
地
区
遊
水
地
は
、
用
地

協
議
や
契
約
締
結
の
手
続
調
整
が
あ
り
、
工
事
着

手
未
定
。

答

　
事
業
は
、
国
土
交
通
省
本
省
の
計
画
承
認
が
必

要
な
事
業
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
５
年
度
末
の
計

画
申
請
・
承
認
を
目
指
し
、
引
き
続
き
地
権
者
と

の
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、

工
事
着
手
の
時
期
は
示
せ
な
い

答

　
民
間
業
者
独
自
の
開
発
計
画
で
あ
り
、
市
は
開

発
計
画
に
携
わ
っ
て
い
な
い
。

人
間
ド
ッ
ク

　
　
　
補
助
金
に
つ
い
て
　
他

被
災
者
の
生
活
再
建
等
、

　
　
　
　
今
後
の
支
援
に
つ
い
て

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ
い
て

※

そ
の
他
、
地
域
デ
ジ
タ
ル
通
貨
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
対
策
、

　
仮
設
店
舗
に
つ
い
て
質
し
た
。

※

そ
の
他
、
小
学
校
、
中
学
校
及
び
公
共
施
設
の
ト
イ
レ
へ

　
の
生
理
用
品
の
常
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
質
し
た
。

一
般
質
問

問答

豊永　貞夫

動画視聴

　
都
市
計
画
税
は
都
市
計
画
区
域
内
の
道
路
、
下

水
道
、
公
園
な
ど
に
充
当
さ
れ
る
目
的
税
だ
が
、

区
域
内
で
納
税
し
て
い
る
の
に
、
都
市
計
画
事
業

が
何
も
さ
れ
て
い
な
い
町
内
が
あ
る
。
都
市
計
画

区
域
の
見
直
し
の
考
え
は
。

問

　
年
次
計
画
で
撤
去
さ
れ
て
い
た
学
校
ゴ
ミ
焼
却

炉
の
撤
去
作
業
が
中
断
さ
れ
て
い
る
が
、
撤
去
計

画
は
。

　
都
市
計
画
区
域
の
見
直
し
は
、
社
会
経
済
状
況

の
変
化
に
対
応
し
、
都
市
計
画
基
礎
調
査
の
結
果

等
を
踏
ま
え
て
、
変
更
の
必
要
性
を
吟
味
し
、
総

合
的
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答

　
２
校
で
２
基
の
撤
去
が
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の

影
響
で
中
断
し
て
い
た
が
、
次
年
度
以
降
に
協
議

し
て
い
く
。

問答

福屋　法晴

動画視聴

　
令
和
元
年
８
月
10
日
に
道
の
駅
ひ
と
よ
し
が

開
駅
し
、
今
年
で
５
年
目
を
迎
え
る
が
、
開
駅

前
と
開
駅
後
の
状
況
は
。

問

　
道
の
駅
を
訪
れ
て
い
た
だ
く
方
々
に
、
正
面

階
段
は
問
題
と
指
摘
し
て
き
た
が
解
決
策
は
。

　
利
用
者
・
売
店
販
売
は
増
加
。
物
品
販
売
委

託
契
約
件
数
は
99
件
、
青
果
物
の
契
約
件
数
は

11
件
。
地
元
農
産
物
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

施
設
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

答

　
正
面
入
り
口
に
は
、
62
段
の
階
段
が
あ
り
、

今
で
も
ご
不
便
を
か
け
て
い
る
。
今
後
、
体
験

型
の
道
の
駅
と
し
て
、
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
取

扱
商
品
の
新
規
開
拓
、
季
節
に
応
じ
た
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
、
階
段
を
上
が
っ
た
先
に
楽
し
み

が
待
っ
て
い
る
と
感
じ
る
ソ
フ
ト
面
を
進
め
て

い
き
た
い
。

問答

池田　芳隆

動画視聴

　
里
親
制
度
の
認
知
度
は
ど
の
程
度
か
。

問

　
里
親
制
度
の
研
修
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
事
例
は

あ
る
か
。
　

問

　
子
ど
も
を
地
域
で
育
て
て
い
く
た
め
に
は
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
市
民
か
ら
「
里
親
に
な
り
た
い
」
と
か
、「
里

親
制
度
に
つ
い
て
知
り
た
い
」
と
い
っ
た
問
い
合

わ
せ
は
な
い
。
市
民
に
広
く
知
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
制
度
の
周
知
に
努
め
て
い
き
た
い
。

答

　
里
親
支
援
は
、
熊
本
県
が
委
託
し
て
い
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
優
里
の
会
」
が
担
っ
て
い
る
た
め
、
市

が
研
修
等
を
開
催
し
た
実
績
は
な
い
。
　

答

　
子
ど
も
食
堂
や
学
習
支
援
教
室
も
増
加
し
て
お

り
、
居
場
所
が
な
い
と
感
じ
る
子
ど
も
の
受
け
皿

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
見
守

り
等
を
行
う
団
体
を
支
援
し
な
が
ら
、
各
団
体
と

更
な
る
連
携
を
考
え
て
い
る
。
　

道
の
駅
ひ
と
よ
し
の

　
　
　
　
　
　
現
状
と
問
題
は

里
親
制
度
の
現
状
と

　
　
　
　
　
　
課
題
に
つ
い
て

都
市
計
画
区
域
の

　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て
　
他

※

そ
の
他
、
物
価
高
騰
支
援
給
付
金
を
全
市
民
へ
給

　
付
で
き
な
い
か
を
質
し
た
。
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一
般
質
問

問

犬童　利夫

動画視聴

　
県
営
北
人
吉
地
区
農
地
整
備
事
業
の
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問

　
流
域
治
水
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
普
及
拡
大
と
マ
イ

ス
タ
ー
の
育
成
と
役
割
は
。

　
田
ん
ぼ
ダ
ム
マ
イ
ス
タ
ー
は
農
家
へ
の
呼
び

か
け
、
指
導
、
助
言
、
せ
き
板
の
配
布
な
ど
の

役
割
。
関
係
団
体
と
マ
イ
ス
タ
ー
の
意
見
や
情

報
交
換
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
課
題
の
解
決

な
ど
図
り
た
い
。
老
朽
化
し
た
農
業
用
施
設
の

要
望
が
あ
り
、
そ
の
整
備
に
併
せ
て
田
ん
ぼ
ダ

ム
の
機
能
を
果
た
す
排
水
桝
、
畦
畔
の
再
整
備

に
取
り
組
み
た
い
。

答答

　
令
和
５
年
度
に
基
礎
調
査
、
６
年
度
に
農
家

に
よ
る
組
織
の
立
ち
上
げ
、
７
年
度
に
国
の
事

業
計
画
の
審
査
を
経
て
、
土
地
改
良
法
に
基
づ

く
同
意
取
得
を
予
定
。
８
年
度
か
ら
事
業
着
手

と
な
り
、
５
か
年
で
事
業
完
了
を
目
指
す
。

問答

松村　太

動画視聴

　
年
間
出
生
人
数
の
現
在
と
５
年
前
と
の
比
較
は
。

問

　
実
際
の
子
育
て
で
の
不
安
や
悩
み
は
。

問

　
人
吉
市
デ
ー
タ
へ
ル
ス
計
画
の
今
後
の
課
題
と

傾
向
は
。

　
平
成
27
年
度
が
２
６
７
人
。
令
和
２
年
度
が
２

０
１
人
。
令
和
５
年
１
月
末
現
在
で
１
５
９
人
と

な
っ
て
い
る
。

答答

　
平
成
30
年
度
調
査
に
お
い
て
就
学
前
の
保
護
者

で
は
「
自
分
の
自
由
な
時
間
が
持
て
な
い
」「
子

育
て
に
出
費
が
か
さ
む
」。
小
学
校
保
護
者
で
は

「
子
育
て
で
出
費
が
か
さ
む
」「
不
安
に
思
う
こ

と
は
特
に
な
い
」
の
順
で
あ
る
。

答答

　
生
活
習
慣
病
の
原
因
と
考
え
ら
れ
る
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
予
備
軍
・
該
当
者
増
加
を
抑
え
る
こ
と
。

特
定
健
診
で
自
ら
の
健
康
状
態
を
知
り
、
病
気
の

早
期
発
見
、
重
症
化
予
防
、
健
康
寿
命
延
伸
に
つ

な
が
る
と
考
え
る
。

問答

井上　光浩

動画視聴

　
市
内
小
・
中
学
生
に
つ
い
て
、
肥
満
傾
向
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

問

　
現
在
、
人
吉
市
小
学
校
社
会
体
育
、
通
称
「
モ

リ
ス
ポ
」
に
よ
り
運
動
の
場
を
提
供
さ
れ
て
い
る

が
、
運
営
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
る
の
か
。

問

　
中
学
校
運
動
部
活
動
の
地
域
移
行
の
方
針
や
、
学

校
・
保
護
者
へ
の
説
明
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査
に

よ
る
と
、
国
や
県
と
同
様
に
肥
満
傾
向
。
指
摘
の

と
お
り
、
年
度
ご
と
に
国
や
県
と
比
較
し
て
も
、

市
の
値
が
上
回
っ
て
い
る
年
が
多
く
見
ら
れ
る
。

答

　
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
外
部
有
識
者
で
組
織
す
る
人

吉
市
小
学
校
社
会
体
育
運
営
委
員
会
で
、
方
針
等

を
決
定
し
て
い
る
。

答

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
関
す
る
協
議
会

（
仮
称
）」
を
設
置
し
、
学
校
保
護
者
等
に
も
説

明
責
任
を
果
た
す
。

農
地
整
備
事
業
と
田
ん
ぼ
ダ
ム

　
　
　
　
　
普
及
拡
大
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
・
高
齢
化
の

　
　
　
　
現
状
と
こ
れ
か
ら
　
他

児
童
・
生
徒
の
部
活
動

　
　
　
社
会
体
育
移
行
に
つ
い
て

※

そ
の
他
、
雨
庭
に
つ
い
て
資
し
た
。 け

い
は
ん

一
般
質
問

問答

田中　哲

動画視聴

　
市
の
交
通
指
導
員
の
な
り
手
不
足
や
、
行
政
改
革
、

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
民
間
へ
の
業
務
委
託
や
、
交

通
安
全
協
会
と
の
統
合
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

問

　
球
磨
川
左
岸
河
川
管
理
道
路
（
人
吉
橋―

葬
祭
場

愛
掌
殿
く
ま
川
）
の
市
道
へ
の
認
定
に
つ
い
て
、
管

理
者
の
国
土
交
通
省
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

問

　
市
道
認
定
基
準
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

認
識
し
た
が
、
代
替
案
は
。

　
イ
ベ
ン
ト
で
の
民
間
へ
の
業
務
委
託
や
、
交
通

安
全
協
会
と
の
合
併
統
合
等
、
早
急
に
調
査
研
究

を
行
い
た
い
。

答

　
市
道
認
定
に
前
向
き
で
あ
る
。

答

　
現
在
の
と
こ
ろ
代
替
案
と
し
て
、
南
側
の
市
道

新
町
灰
久
保
線
・
麓
町
矢
黒
線
の
整
備
事
業
を
継

続
し
て
い
き
た
い
。
市
道
矢
黒
地
内
６
号
線
（
葬

祭
場
愛
掌
殿―

ひ
ま
わ
り
亭
）
の
避
難
路
整
備
に

つ
い
て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問答

本村　令斗

動画視聴

　
差
別
や
偏
見
が
根
強
く
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
方
は
困
難
な

状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
性
の
多
様
性
を
理
解
し
、

尊
重
し
て
い
く
人
権
意
識
が
大
切
。Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
カ
ッ

プ
ル
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
、
導
入
す
べ
き

で
は
。

問

　
自
認
す
る
性
別
の
制
服
や
服
装
・
体
操
服
の
着
用

を
認
め
る
べ
き
で
は
。

問

　
加
齢
性
難
聴
の
方
へ
の
補
聴
器
の
普
及
は
、
健
康

寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
。
補
聴
器
購
入
に
助
成
を

行
う
べ
き
で
は
。

答

　
国
や
県
、
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
総
合
的
に

検
討
し
て
い
く
。

　
先
進
自
治
体
の
例
を
参
考
に
、
調
査
、
研
究
を
進
め

た
い
。

答

　
校
長
会
で
制
服
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
令
和
５

年
度
に
は
協
議
会
を
設
置
す
る
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

早
期
の
実
現
を
目
指
し
て
、進
め
て
い
き
た
い
。

問答

牛塚　孝浩

動画視聴

　
市
役
所
窓
口
で
、
「
書
か
な
い
窓
口
」
設
置
へ

向
け
た
検
討
状
況
は
。

問

　
人
吉
城
歴
史
館
地
下
室
遺
構
を
、
観
光
の
目
玉

と
し
て
生
か
せ
な
い
か
。

　
手
続
の
届
出
状
況
を
各
課
で
共
有
し
、
記
入
頻

度
を
減
ら
す
仕
組
み
の
試
行
を
行
う
な
ど
、
検
討

を
続
け
て
い
る
。

答

　
熊
本
県
文
化
課
の
支
援
で
、
３
次
元
デ
ー
タ
に

よ
る
観
察
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
市
の
出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
に
も

追
加
す
る
。
日
本
で
人
吉
で
し
か
見
つ
か
っ
て
い

な
い
、
貴
重
で
不
思
議
な
地
下
室
遺
構
と
い
う
テ

ー
マ
で
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
日
本
遺
産

人
吉
球
磨
の
売
り
込
み
と
併
せ
て
、
観
光
的
な
活

用
を
図
り
な
が
ら
、
ロ
マ
ン
を
掻
き
立
て
る
場
所

と
し
て
確
立
し
て
い
き
た
い
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

　
（
性
的
少
数
派)

へ
の
理
解 

他

書
か
な
い
窓
口
の
取
組
と

　
　
　
地
下
室
遺
構
の
観
光
活
用

市
の
交
通
指
導
員
・

　
　
球
磨
川
左
岸
河
川
管
理
道
路

※

そ
の
他
、
上
原
田
土
地
改
良
事
業
、
集
落
機
能
低
下
問

　
題
等
に
つ
い
て
も
質
し
た
。
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問答

大塚　則男

動画視聴

　
肥
薩
線
復
旧
に
向
け
、
肥
薩
線
利
用
促
進
・

魅
力
発
信
協
議
会
は
、
部
分
運
行
も
含
め
て
ど

の
よ
う
な
要
望
を
さ
れ
た
の
か
。

問

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
ど
の
よ
う
な
受
け
止
め
方
を
し

て
い
る
の
か
。

　
被
災
直
後
の
令
和
２
年
10
月
か
ら
毎
年
要
望

活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
令
和
５
年
２
月
に
は
、

部
分
運
行
で
の
再
開
、
吉
松―

隼
人
間
の
便
数

の
現
状
維
持
、
鉄
道
復
旧
の
３
項
目
に
つ
い
て

要
望
活
動
を
行
っ
た
。

答

　
鉄
道
を
軸
と
し
た
地
域
振
興
、
活
性
化
に
取

り
組
む
た
め
の
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
利
活
用
策
に
つ

い
て
調
査
・
検
討
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。
地

域
へ
ど
の
よ
う
な
貢
献
が
で
き
る
か
、
持
続
可

能
性
の
担
保
等
に
つ
い
て
関
係
者
で
の
議
論
を

行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
先
行
し
て
の
部
分

運
行
に
関
し
て
は
困
難
で
あ
る
。

問答

宮原　将志

動画視聴

　
市
長
の
描
く
復
興
後
の
人
吉
の
姿
は
。

問

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
に
伴
う
、
工
業
用
地
造

成
の
考
え
は
。

　
人
づ
く
り
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
子
育
て
世
代

を
支
え
る
日
本
一
の
地
域
づ
く
り
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
学
び
合
う
生
涯
学
習
環
境
の
醸
成
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
他
に
も
、
か
わ
ま
ち
づ
く
り

や
山
田
川
堤
防
整
備
等
に
よ
る
水
辺
の
利
活
用
、

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
な
ど
、
目
指
し
て
い
き

た
い
姿
を
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
示
し
、
共

感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
人
吉
の
未
来
像
を
描
い

て
い
き
た
い
。

答

　
現
在
、
本
市
で
は
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
て
も
紹

介
で
き
る
土
地
が
な
い
。
県
や
管
内
自
治
体
と
連

携
を
取
り
な
が
ら
、
工
業
用
地
と
し
て
の
可
能
性

が
あ
る
エ
リ
ア
の
洗
い
出
し
や
基
礎
調
査
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。

問答

西　洋子

動画視聴

　
中
神
地
区
に
建
設
予
定
の
遊
水
地
の
概
要
と
、

工
事
開
始
は
い
つ
頃
か
。

問

　
移
転
の
話
は
な
く
な
っ
た
と
理
解
し
て
い
い
か
。

問

　
遊
水
地
整
備
に
よ
る
周
辺
住
家
の
浸
水
リ
ス
ク

や
住
環
境
悪
化
の
懸
念
が
あ
り
、
公
式
で
は
な
い

が
移
転
の
話
が
あ
っ
た
と
相
談
が
あ
っ
て
い
た
。

住
人
に
は
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
話
だ
が
、
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
か
。

　
周
囲
堤
、
囲
ぎ
ょ
う
堤
は
土
で
で
き
た
堤
防
と

同
じ
構
造
を
予
定
し
て
い
る
が
、
現
在
設
計
段
階

で
計
画
内
容
を
示
す
状
況
に
な
い
。
工
事
着
工
時

期
は
令
和
５
年
度
末
を
予
定
し
て
い
る
。

答

　
そ
の
後
の
検
討
状
況
や
進
捗
状
況
に
つ
い
て
の

確
認
や
報
告
が
十
分
で
な
く
ご
心
配
を
お
か
け
し

た
こ
と
は
反
省
し
て
い
る
。

答

　
そ
の
認
識
で
間
違
い
な
い
。

肥
薩
線
全
線
復
旧
と

　
　
　
　
　
部
分
運
行
の
取
組
は

人
吉
の
未
来
像
と

　
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
の
波
及
効
果
は

中
神
地
区
遊
水
地
に
つ
い
て

一 般 質 問 ～市政の内容を問う～
一般質問
通告書は
こちらから

各
議
員
の
項
目
に
あ
る
Q
R
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
専
用
ア
プ
リ
で
読
み
取
る
と
、一
般
質
問
の
録
画
映
像
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

Q
R
コ
ー
ド
は

（株）
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す

番　号 件　　名 議決決定番　号 件　　名 議決決定

一
般
質
問

問答

高瀬　堅一

動画視聴

　
市
政
の
発
展
策
と
し
て
、
今
す
ぐ
で
き
る
こ

と
は
、
財
政
の
支
出
の
無
駄
を
省
き
発
展
策
に

充
て
る
「
財
源
の
捻
出
」、
事
業
と
し
て
は
、「
観

光
の
促
進
」
と
考
え
る
。
外
貨
の
獲
得
が
急
務

で
は
。

問

　
観
光
の
促
進
の
た
め
に
は
、
ま
ず
は
本
市
観

光
の
宣
伝
に
尽
き
る
。
民
間
は
財
源
的
に
厳
し

い
の
で
、
市
で
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と

思
う
が
ど
う
か
。

　
本
市
の
現
状
か
ら
す
る
と
、
外
貨
の
獲
得
は

重
要
で
急
務
で
あ
る
。
今
後
も
官
民
一
体
と
な
っ

て
、
観
光
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

答

　
本
市
観
光
の
魅
力
を
圏
外
に
発
信
す
る
こ
と

が
、
観
光
促
進
の
第
一
歩
と
考
え
る
。
積
極
的

に
宣
伝
を
行
い
た
い
。

市
政
の
発
展
に
つ
い
て

※

そ
の
他
、「
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て
」「
議
会
対
応
に

　
つ
い
て
」「
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
」
を
、
具
体
的
内
容

　
を
示
し
、
詳
細
な
質
問
を
行
っ
た
。

…令和５年３月定例会の議案等の議決結果…
※表決が割れた議案の議員別表決は５ページに掲載しています。

議第22号

議第21号

議第20号

議第19号

議第18号

議第17号

議第16号

議第15号

議第14号

議第13号

議第12号

議第11号

議第10号

議第９号

議第８号

議第７号

議第６号

議第５号

議第４号

議第３号

人吉市総合計画策定審議会条例の一部を改正
する条例の制定について

人吉市まち・ひと・しごと創生総合戦略審議会条
例の一部を改正する条例の制定について

人吉市市民プール検討委員会設置条例を廃止
する条例の制定について

人吉市体育施設条例の一部を改正する条例の
制定について

人吉市学校教育振興基金条例の制定について

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一
部を改正する条例の制定について

令和５年度　人吉市公共用地先行取得事業特
別会計予算

令和５年度　人吉市工業用地造成事業特別会
計予算

令和５年度　人吉市公共下水道事業特別会計
予算

令和５年度　人吉市水道事業特別会計予算

令和５年度　人吉市介護保険特別会計予算

令和５年度　人吉市後期高齢者医療特別会計
予算 

令和５年度　人吉市国民健康保険事業特別会
計予算

令和５年度　人吉球磨地域交通体系整備特別
会計予算

令和５年度　人吉市一般会計予算

令和４年度　人吉市公共下水道事業特別会計
補正予算（第４号）

令和４年度　人吉市水道事業特別会計補正予
算（第４号）

令和４年度　人吉市介護保険特別会計補正予
算（第４号）

令和４年度　人吉市後期高齢者医療特別会計
補正予算（第２号）

令和４年度　人吉市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第４号）

令和４年度　人吉市一般会計補正予算（第１
２号）議第２号

番　号 件　　名 議決決定 番　号 件　　名議決決定

議第23号

議第24号

議第25号

議第26号

議第27号

議第28号

議第29号

議第30号

議第31号

議第32号

議第33号

議第34号

議第35号

議第36号

議第37号

議第38号

議第39号

議第40号

議第41号

発議第11号

発議第12号

人吉市復興計画策定委員会の設置に関する条例
を廃止する条例の制定について

人吉市国民健康保険条例等の一部を改正する条
例の制定について

人吉市子ども・子育て基本条例の一部を改正する
条例の制定について

人吉市ほっとステーション九ちゃんクラブ条例の
一部を改正する条例の制定について

人吉市子ども医療費助成に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

人吉市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

人吉市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

人吉市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

人吉市手話言語の普及及び障がいの特性に応じたコミュニ
ケーション手段の利用の促進に関する条例の制定について

人吉市保健センター条例の一部を改正する条例
の制定について

人吉市特別職の職員の報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の制定について

人吉市営住宅条例の一部を改正する条例の制定
について

人吉市営単独住宅条例の一部を改正する条例の
制定について

人吉球磨広域行政組合規約の一部変更について

固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意
を求めることについて

固定資産評価員の選任につき同意を求めること
について

公平委員会委員の選任につき同意を求めること
について

工事請負契約の締結について

人吉市議会の個人情報の保護に関する条例の制
定について

人吉市議会ハラスメント防止条例の制定につい
て

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

選任同意

選任同意

選任同意

選任同意

原案可決

原案可決

原案可決
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議会制度研究会報告
　今期（令和元年５月～令和５年４月）の議会制度研究会は、令和元年６月 18 日に全議員で構成し、
発足いたしました。これまで、議員研修を含めて、合計 25 回にわたり開催し、議会を取り巻くさまざま
な課題について検討してきました。その内容と成果等につきましては、次のとおりです。

１　議員報酬、政務活動費、常任委員会の行政視察
　市の行財政健全化計画の期間（令和２年度～令和４年度）において次のように対応しました。
　（１）議員報酬　議長・副議長・議会選出の監査委員が４％減額、その他の議員が３％減額。
　（２）政務活動費　年間 24万円⇒年間 12万円
　（３）常任委員会の行政視察　毎年実施⇒２年に１度実施

２　議会報告会及び意見交換会
　今期は、新型コロナウイルス感染症や、令和２年７月豪雨の影響により、１回しか開催できませんでした。
　今後、多くの方に参加いただけますよう、開催形式について引き続き協議を行ってまいります。

３　人吉市議会基本条例について
　人吉市議会の志す基本理念及び基本方針を定め、議会の最高規範として制定し、令和４年６月 28 日に
施行しました。
　今後も、引き続き、議会がこの条例に沿って運営されているかどうかの検証を行ってまいります。

４　議会のＩＴ化（ペーパーレス化を含む）について
　現在、議員への連絡の一部で、IT化を図っており、また一部の会議においてはタブレットを使用しております。
今後も継続して、タブレットの導入によるIT化の実現に向けて進めてまいります。

５　議員定数について
次期改選時（令和５年５月）から、２名減の 16名としました。
〇議論の経緯
　令和３年３月から４月にかけて、議員 18 人を対象に、議員定数に関するアンケートを行いました。結果、
現状が適当であるという意見が、13人。多いという意見が４人、その他が１人でした。「現状が適当である」
の理由として、「市民の声を広く拾い上げるためには現在の定数が必要」との意見や、「多様な民意を代表す
るのが議会であり、民意を議会反映させるのが議員。住民の代表としての議員を削減すれば、議員は身近な
存在から遠くなる」などがありました。
　一方で、「多い」の理由としては、「平成23年から人口が約4,000人減っている。議員の数も減らすべき」、「人
吉市の現在の人口数及び将来の人口減少とさらなる高齢化による財政の減少が考えられるため」というもの
などでした。
　また、早稲田大学マニフェスト研究所所長の中村健（なかむら　けん）氏を講師にお招きし、「議員定数
を考える」と題し、議員研修も行いました。
　その後、令和４年２月から３月にかけて、人吉市議会に関する市民アンケートを実施しました。このアンケー
トは議会だよりに併せて、全戸配布（約 13,000 通）を行い、議会への関心など幅広くお尋ねしました。
　回答数は348通で、議員定数についての質問では、「今のままでよい」が 64通、「多すぎる」が 242通、「少
なすぎる」が２通、「わからない」が 40通でした。
　その後４回の議会制度研究会を開催し、様々に議論を重ねた結果、次期改選時からは、現在の 18名を、
２名減の 16名とすることに決定いたしました。

復興のまちづくりに関する特別委員会報告
●委　員　全議員●副委員長　西　洋子●委員長　宮原 将志

…令和５年３月定例会の請願・陳情等の議決結果…
付託委員会 件　　　　名 議決結果

総務文教委員会 中心市街地の複合施設設置に関する陳情 趣 旨 採 択

議員別表決 …「表決が割れた」議案とその議員別表決…
賛否が分かれたもののみを掲載しております。

議案
番号

議第
２号
議第
８号

議第
33号

議員氏名　

議案

令和４年度　人吉市一般会計補正
予算（第12号）

令和５年度　人吉市一般会計予算

人吉市特別職の職員の報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する
条例の制定について

西 

信
八
郎

大
塚 

則
男

田
中 

哲

本
村 

令
斗

福
屋 

法
晴

豊
永 

貞
夫

井
上 

光
浩

犬
童 

利
夫

平
田 

清
吉

宮
﨑 

保

高
瀬 

堅
一

宮
原 

将
志

西
　 

洋
子

牛
塚 

孝
浩

池
田 

芳
隆

徳
川 

禎
郁

松
村 

太

：議案に対して賛成 ：議案に対して反対 ／：議長は表決に加わりません

復興のまちづくりに関する特別委員会まとめ
　本委員会は、令和２年７月豪雨災害からの復旧・復
興事業において、復興まちづくりに関する諸問題につい
て調査を行うことを目的として設置されました。
　調査事項である「復興まちづくり計画について」は、
人吉市復興まちづくり計画の策定、計画に基づく重点８
地区の取組状況について審査を行ってきました。また、
上益城郡益城町に災害公営住宅及び土地区画整理事業
についての視察を行っております。
　「被災市街地復興推進地域」については、青井地区、
中心市街地地区における土地区画整理事業について審
査を行い、現在、青井地区においては、青井被災市街
地復興土地区画整理事業、国道 445 号都市計画変更
が決定。中心市街地地区においては、紺屋町被災市街
地復興土地区画整理事業の認可を受けています。
　「安全・安心のまちづくり」については、浸水リスクの
高い大柿地区における住まいとコミュニティーについて
や、避難路整備事業について審査を行ってきました。大
柿地区においては、現在、遊水地計画外の地域の方々
に大柿地区からの移転促進のため、移転新築または移
転先住宅の改修に係る費用の支援を行っています。
　また、市民との意見交換会については、紺屋町の共
栄会と人吉ひかりの復興プロジェクトの２団体と意見交

換を行いました。共栄会とは屋台村構想について意見交
換を行いましたが、令和４年 12 月に飲食店街「紺屋小
町」が整備され、新たな賑わい創出の拠点となることが
期待されています。
　豪雨災害から２年８か月が経過し、被災した道路や公
園、農林業施設等の復旧、まちなかでのイベントの開催
など、徐々にではありますが、復旧・復興が進み賑わい
も戻ってまいりました。
　しかし、これから始まる土地区画整理事業や中神町城
本地区・大柿地区における遊水地計画、災害公営住宅
の建設などによる住まいの確保など、本格的な復興まち
づくりはこれからです。今後の復興まちづくりがより一層
前進するよう全庁一丸となって取組を進めていただきた
いと思います。

益城町土地区画整理事業視察

…令和５年２月臨時会の議案等の議決結果…
議第１号
番　号

令和４年度　人吉市一般会計補正予算(第１１号)
件　　名 議決決定

原案可決
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輸送人員　推移
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（人）

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4
（年度　※集計期間：10月１日～翌年９月 30日）
まめバス じゅぐりっと号 乗合タクシー

1,104 5135176541,0951,4561,257

8,410
6,418

7,939
10,8059,2248,160

6,437

15,933
14,298

16,576

23,849
26,100

30,08127,184

総務文教委員会

の影響により、令和３年度の経常損失分の負担が大幅
に増加し、災害復旧事業着工に伴う地元負担も生じて
いる状況です。また、地域間幹線系統路線バスやじゅ
ぐりっと号については、運行単価の上昇や利用者の減
少に伴い増加傾向、乗合タクシーは予約がない便が増
加していることもあり減少傾向にはありますが、利用
者一人あたりの財政負担は大きく増加しており、相乗
り率が低下しています。

ました。
　また、くま川鉄道の全線復旧については、議会とし
ても支援していかなければならないと考えており、JR
肥薩線についても鉄道復旧の意義や運行経費の課題な
どについても調査していきたと考えています。

京都府京丹後市を視察

本市の地域公共交通の現状
　本市の地域公共交通は、人吉球磨地域の幹線系統と
して JR 肥薩線（運休中）、くま川鉄道、地域間幹線系
統路線バスがあり、それらを補完する支線系統として、 
じゅぐりっと号、まめバス、予約型乗合タクシーで形成さ
れています。
　利用状況ですが、くま川鉄道は平成 27 年度以降増加
傾向で推移し、地域間幹線系統路線バスは平成 28 年
度以降横ばいで推移していたものの、新型コロナウイル
ス感染症拡大に伴う外出自粛等の影響や令和２年７月
豪雨災害により、利用者が大きく落ち込んでいます。
　まめバス、乗合タクシーについては、一時的に利用
者が増加している路線があるものの全体的に減少傾向に
あり、じゅぐりっと号は令和元年まで平日・休日ともに増
加傾向にありましたが、他の公共交通機関と同様に令和
２年度以降は減少傾向となっています。
　これらの地域公共交通維持のためには財政負担が必
要ですが、くま川鉄道においては豪雨災害による運休等

総務文教委員会では
　今後の地域公共交通のあり方を調査するため、京都
府京丹後市の公共交通政策について視察を行いまし
た。京丹後市では、ささえ合い交通事業として、道路
運送法に基づく公共交通空白地有償運送では全国初と
なる ICT（ウーバーアプリ）を活用し、地元の住民ド
ライバーがマイカーを使って住民や観光客・インバウ
ンド客の移動をサポート。他にも、市内の路線バス料
金が上限 200 円とする取組や、エリア内なら月額定
額乗り放題の AI オンデマンドモビリティの実証など
が行われていました。
　本市においては、平成 22 年度にまめバス、平成
24 年度に予約型乗合タクシーを導入していますが、
目立った見直しはされていません。今後については、
京丹後市の取組を参考にしながら、本市にあった公共
交通のあり方を検討する必要があるとの意見が出され

地域公共交通について

委員長
宮原 将志

副委員長
宮﨑  保西 信八郎 犬童 利夫 松村  太

議会報告会に代えて 経済建設委員会報告 ●委　員　西　洋子・豊永 貞夫・福屋 法晴・大塚 則男
●副委員長　牛塚 孝浩●委員長　田中 哲

治 水・防 災 に 関 す る 特 別 委 員 会 報 告
●委　員　全議員●副委員長　池田 芳隆●委員長　田中 哲

条例改正３件、予算案件４件を承認
　条例改正の主なものは、人吉市営住宅条例の一部改
正と人吉市営単独住宅条例の一部改正です。
　市営住宅等の家賃については債権の整理をすることが
できる規定がないことから、現状では、多額の収入未済
額が蓄積され、債権の管理を続けていく状況となってい
ます。今回の改正により、市営住宅家賃等についても、
徴収の見込みがない債権を調査することができるように
なり、市営住宅家賃等の合理的な管理、未納額等の整
理を進めることができるようになります。
　予算案件は、まず、一般会計補正予算（第 12 号）で、
主なものは、Ｒ２年災大柿地区外農地災害復旧工事にお
ける、農地に堆積した土砂の処分手数料と、農地表土
の購入に伴うものです。
　次に、 一般会計当初予算は、農林業関係の主なもの
は、市民農園を令和５年３月末で閉園することから、地
権者の方へ原形復旧して返却するための工事請負費で
す。委員からの、「今後、市民農園はどうするのか」との
質疑に対し、「農地に関する法律が改正され、狭い面積
でも借りることなどができるようになったので、市として新
たにつくることは考えていない」との答弁がありました。

「田んぼダムの取組について」の検証と今期のまとめ
　令和５年３月２日（木）に開催した第 14 回本特別委
員会は、熊本県農林水産部よりお越しいただき、「田んぼ
ダムの取組について」説明をいただき、審査を行いました。
　まず、先進地である新潟県見附市の田んぼダムについ
て、映像を視聴し、その後熊本県のこれまでの取組につ
いて説明がありました。
　実証実験では、田んぼダム専用せき板を設置した田ん
ぼでは最大で 80％のピークカット効果を発揮したとのこ
とでした。ただし、台風 14 号の影響で令和４年９月 17
日から 19 日にかけて発生した、長時間にわたる降雨に
おいては、田んぼダムとしての機能が徐々に低下すること
も確認されたとの説明がありました。
　委員から、「畦の補強についてどのように対応していく
のか。もし、畦が崩れた場合はどこが保証するのか」と
の質疑に対し、「畦の補強は地域の合意形成があれば多
面的機能支払交付金のなかで畦ぬりも可能となっており、
国の補助事業でも可能である。また、崩れた場合につい
ては、まずは崩れないような田んぼダムの取組をしていく
必要がある。例えば、せき板を畦いっぱいに設置せず、
５～６センチ低く設置するなど、対策は必要となる」との

　次に商工関係の主なものは、まち・ひと・しごと総合
交流館の、被災した井戸を、新たな場所で掘削するもの
です。委員からの、「なぜ、井戸を掘削する必要がある
のか」との質疑に対し、「温泉が 50 度ほどあるので、
温度を下げるためである。上水道では経費がかかるの
で井戸水が必要である」との答弁がありました。
　土木費の主なものは、都市防災総合推進事業による
用地測量委託料、被災市街地復興推進事業に伴う建物
調査委託料、被災市街地設計等業務委託料です。なお、
紺屋町と上青井町におきまして、現地視察を行いました。

被災市街地復興土地区画整理事業

田んぼダム用のせき板を設置した排水桝

答弁がありました。また、「県内他市町村の田んぼダムの
取組状況は」との質疑に対し、「南阿蘇村で熊本大学と
一緒に試験研究をかねて取り組まれている。田んぼダム
に興味をもっている市町村は多いが、実際の取組はこれ
からである」との答弁があっております。
　本特別委員会は 14 回にわたり開催し、様々に協議を
行ってまいりましたが、令和２年７月豪雨災害のすさまじ
さを見せつけられ、改めて治水・防災の重要性を感じた
ところであります。復旧・復興は、まだ道半ばでございま
すので、治水・防災については今後も引き続き取り組ん
でいただくことを要望しました。
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条例案件の９件を承認

令和５年度一般会計予算を承認

中心市街地の複合施設設置に関する陳情を
趣旨採択

人吉市長等の給与及び旅費に関する条例の一部を
改正する条例、その他６件の条例を承認

令和４年度 一般会計・特別会計補正予算５件を承認

　令和５年１月 18 日に教育委員会学校教育課の任期

付職員が窃盗容疑で現行犯逮捕された事案について、

市長、副市長及び教育長のそれぞれがその責任を負い、

令和５年４月分の給料を１か月減額するものです。

厚 生 委 員 会

厚生委員会の今後の方針

日常生活の中での問題解決策

課題解決のために

厚生委員会での懸案事項

審査する予算額

審査する予算

厚生委員会とは

　令和４年12月現在で、市の一般会計予算額が約233億
５千万円です。このうち厚生委員会所管の民生費と衛生費
は約89億２千万円で、一般会計の約38パーセントを占め
ています。特別会計の国民健康保険事業・後期高齢者医
療・介護保険の合計予算が約96億４千万円で、これに加
え、企業会計の水道事業・公共下水道事業特別会計予算
も審査しています。

　社会保障給付費の財源をどのように確保するかが大
きな懸案事項であり行政執行の課題です。　　
　これらは人間が生きていくうえで必要な予算ではあ
りますが、今や税収の減少やいろいろな歳入の不足は
深刻な課題です。また令和２年７月に本市を襲った未
曽有の大豪雨災害は、市政を一変させました。新型コ
ロナウイルスの影響で経済不振が続く中で追い打ちを
かける事態となりました。
　国や県からの補助金、交付金などもありますが、市
民生活への影響は深刻で働く場を失った方々もたくさ
んおられます。懸命な復旧復興が進んでいますが、今
後、市民の方々へ満足いく福祉の提供は、しっかりと
果たせるのか等の不安は常につきまとっています。

　市民生活、企業、事業運営活動は多種多様であり社
会構図は大変複雑となっています。日々の暮らしの中
で、悩みや困りごと、また不明な点などが生じた時は、
市役所に問い合わせましょう。担当部署が解らなくて
も電話や訪問することで案内を受けられ、相談するこ
とができます。　
　現在、厚生委員会では、
①マイナンバーカード普及のための体制強化
②出産・子育て応援交付金事業について
③高齢社会対策及び少子化問題　等など
　これらは一端ですが、重要な問題として捉え議論、
検討を行っております。

　市民の命と暮らしを守り、さらなる福祉の向上を図
るため、執行部からの条例案件や予算の提案、財源の
確保などあらゆる面から慎重かつ適正で厳しい審査を
行ってまいります。

　「ゆりかごから墓場まで」という格言がありますが、
厚生委員会はまさに「出生」から「死亡」までの社会
保障を担う市民部や健康福祉部と生活基盤の基礎とな
る上下水道事業を行う水道局を所管する生活に密着し
た委員会といえます。
　委員会審査は執行部から提案される条例案件や予算
提案などの審査を行い、その結果を議員全員の本会議
に報告して賛否をとるものです。

　市民の皆さまの快適な生活の維持・向上、さらなる
福祉面の向上を確保しなければなりません。
　そのためにも行政をはじめ附属する行政関連機関の
無駄を削減し、市民所得の向上による税の増収、観光
事業等の発展などによる外貨の獲得などを図る必要が
あります。　　
　そして市民、市役所、議会一丸となって市政発展に
努めなければならないと思います。

　一般会計の他に市民の生活に直結する５つの特別会計
「国民健康保険事業」、「後期高齢者医療」、「介護保険」、
「水道事業」、「公共下水道事業」を所管しています。

副委員長
本村 令斗 平田 清吉委員長

高瀬 堅一 徳川 禎郁井上 光浩池田 芳隆

議会報告会に代えて

水道局の議案を審査する厚生委員会

総務文教委員会報告

厚 生 委 員 会 報 告

●委　員　松村　太・犬童 利夫・西 信八郎
●副委員長　宮﨑　保●委員長　宮原 将志

●委　員　徳川 禎郁・池田 芳隆・平田 清吉・井上 光浩 
●副委員長　本村 令斗●委員長　高瀬 堅一

　「人吉市国民健康保険条例」は、こども・子育て支援と
して、出産育児一時金を１分娩あたり８万円引き上げて
います。産科医療保障制度に該当する場合は、50 万円の
支給となり、令和５年４月１日以降の出産から適用され
ます。
　また、新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の
対象期間が令和５年５月７日までに延長されました。
　「人吉市子ども医療費助成に関する条例」は、現行満
15 歳に達する日以後の最初の３月 31 日までの助成です
が、令和５年７月からは「満 18 歳」に達する日以後の最
初の３月31日までと変更されます。
　「人吉市手話言語の普及及び障がいの特性に応じたコ
ミュニケーション手段の利用の促進に関する条例」が制
定されました。手話が言語であることの普及と障害の特
性に応じた様々なコミュニケーション手段の利用の促進
についての基本理念を定め、市の責務と市民及び事業者
の役割を明らかにし、市の施策を総合的かつ計画的に推
進するための条例です。他６件の条例改正を承認しました。

　「一般会計」、「国民健康保険事業」、「介護保険事業」、「水
道事業」、「公共下水道事業」は、いずれも事業費の確定
や決算見込み額の確定による補正が主なものです。
　地区公民館等整備費補助金の申請が少なかったことに

令和５年度 一般会計・特別会計予算５件を承認
　防犯灯のＬＥＤ化及び修繕を行う防犯灯設置工事は、
町内会から要望を受けてから、遅くても翌年度には実施
されます。
　令和４年度から特定不妊治療や一般不妊治療が保険適
用になりますが、県の助成事業が終了するため、市の助
成事業は、経済的負担を軽減するため継続されます。
　国民健康保険事業では被保険者数は減少しています
が、一人当たりの保険給付費は増加しています。
　介護保険事業では昨年度、認定者数が減少したため保
険給付費総額を減額しています。
　後期高齢者医療では保健事業として医科健診や歯科口
腔健診などが計画されています。
　水道事業では、計画
的に施設の更新等を進
める予算計上をしてい
ます。
　下水道事業では、災
害復旧に係る予算が大
きくなっています。

土手町路面補修工事現地視察（水道局）

御館跡西側石垣修復事業

　陳情の趣旨は、「まちなか賑わい施設についてのア

ンケート」集計結果で、およそ４人の内３人が中心

市街地にまちなか賑わい施設の設置を望んでいるこ

とから、図書館機能を主とした複合施設の設置を希

望するものです。現在の図書館の蔵書数や今後の増

床等の計画、他自治体の図書館の規模や利用者状況、

地域の方々の土地の利用状況など、様々な調査を経

ながら委員会において慎重に審査を行なってきまし

た。「浸水地区に図書館機能を持ってくるのは難しい

のではと思う」「どういった機能をもった図書館だと

利用者が増えるのか

などもう一歩踏み込

んだ検討を重ねてい

く必要がある」との

意見があり、全会一

致で趣旨採択とする

ことに決しました。

　総務部・復興政策部の主なものとして、人吉高等学

校創立 100 周年記念事業実行委員会補助金などです。

委員から、この補助金は他の町村も出すとのことだが、

人口割で出されるのかとの質疑に、球磨郡町村会で

300 万円の補助を予定されている。割合は令和３年

10 月１日時点の人口で割り当てられており、人吉市

は 38パーセントとなるとの答弁がありました。

　教育部の主なものは、人吉城跡石垣修理工事のため

の工事請負費などです。なお、石垣修復工事は現地視

察を行っております。

ついて、制度の周知は適切であったかなどについて審査
を行いました。
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３月定例会報告 　令和５年３月第２回定例会は２月28日から３月22日ま
での23日間開催されました。

令和５年度一般会計予算

( 前年度比　５億9,485万 5千円の増 )
204 億 1,592 万３千円　可決

人　事　案　件

令和５年度一般会計予算の主なもの

２月臨時会報告

◎固定資産評価審査委員会委員の選任に同意した方

◎固定資産評価員の選任に同意した方
佐無田　学　氏  ・  本田　利廣　氏

迫田　浩二　氏

中島　祐一　氏

　令和５年２月３日の臨時会では、国の第二次補正予算に伴うもの等、
追加補正予算が提出されました。内容は、地方交付税法の一部を改正
する法律が制定されたことによる普通交付税の増額や、出産・子育て応
援交付金等の国庫支出金の増額などで、原案可決しました。

子ども・子育て新支援事業
（保育所及び認定子ども園運営費）

災害公営住宅整備事業
（住宅購入）

土地区画整理事業
（中心市街地地区及び青井地区）

〇人吉球磨広域行政組合負担金
（し尿・ごみ処理施設・葬祭場）

負担金関係
〇人吉下球磨消防組合負担金

くま川鉄道経営安定化補助金
（災害復旧分）

史跡人吉城跡保存整備事業

17億 66万５千円 30億 8,650万円

２億3,736万１千円

４億 8,634万８千円 ４億 2,063万円

1億 212万 9千円

5,803万６千円

◎公平委員会委員の選任に同意した方

経済建設委員会

〇今期（令和元年から令和５年まで）において審議してきたもののうち、
　特に重要なものを抜粋して報告します。

　人吉市まち・ひと・しごと総合交流館の整備が進み

ました。コワーキングスペースによるリモートワーク

の実践や、ＩＴ企業が４社入居するなど本市が目指す

関係人口の創出にも資するものとなっています。なお、

地下の温泉は、令和６年度中に再開予定です。

くまりば

くまりばコワーキングスペース

被災からの復興

　仮設商店街モゾカタウンの整備が行われました。被

災されたお店の復興へ向けた支援のため、令和３年２

月に、人吉駅前とくまりばにオープンしました。26

店舗でスタートし、現在 10店舗が、再建されました。

モゾカタウンひとよし駅前
避難路の整備

　令和２年７月豪雨災害からの復旧、住民が安心・安

全で快適に暮らせるまちづくりに向け早期整備が望ま

れます。

避難路整備予定地（城本町）

災害公営住宅（東校区地区）の整備

　相良町に続いて、東校区地区においても整備へ向け

ての手続が進んでいます。被災された方の生活再建の

ため、早期完成できますよう、議会としても、議論を

重ねてまいります。

豊永 貞夫 福屋 法晴 委員長
田中  哲

副委員長
牛塚 孝浩 大塚 則男 西  洋子

議会報告会に代えて
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編
集
後
記

【議会報編集委員会】 委員長／西 信八郎 副委員長／大塚 則男
委　員／徳川 禎郁・宮原 将志・宮﨑 保・豊永 貞夫・本村 令斗・田中 哲

次の定例会は
　　６月の予定です

　山
々
の
木
々
が
新
緑
を

深
め
、
心
地
よ
い
風
が
吹

く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

お
別
れ
議
会
も
議
長
以
外

の
全
員
が
一
般
質
問
を
行

う
な
ど
、
大
い
に
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り

も
手
に
取
り
読
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
編
集
委

員
一
同
紙
面
作
り
に
努
力

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
い

か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　さ
て
、
本
市
は
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の

半
ば
で
あ
り
、
未
来
型
復

興
の
実
現
と
従
前
か
ら
の

課
題
解
決
も
含
め
、
市
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
に
、
市
民
目
線

で
の
し
っ
か
り
と
し
た
議

会
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
議
会
に

対
し
て
ご
意
見
・
ご
要
望

を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
に
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　今
期
最
後
の
議
会
だ
よ

り
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

愛
読
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
：
西

　信
八
郎
）

人吉市議会の個人情報の保護に関する条例を制定しました

　個人情報保護制度はこれまで、国の行政機関、
独立行政法人等、民間事業者、地方公共団体な
ど、主体によって異なる法令などを適用してき
ましたが、令和３年５月 19 日に「デジタル社
会の形成を図るための関係法律の整備に関する
法律」が公布され、国で社会全体のデジタル化
に対応した「個人情報保護」と「データ流通」
の両立と、個人情報保護制度の国際的な調和を
図るため、個人情報保護法が改正されました。
これに伴い、４月１日から個人情報保護制度の
法体系が一本化され、地方公共団体においても、
全国的な共通ルールが施行されます。
　ただし、議会には法律が適用されないため、
議会独自でルールを定めなければなりません。
そのため、「人吉市議会の個人情報の保護に関す
る条例」を制定しました。

人吉市議会ハラスメント防止条例を制定しました

　人吉市議会において、議員間及び議員から職員
に対するハラスメントを防止することにより、良
好な議員の活動環境及び職員の職場環境を確立す
るため、人吉市議会ハラスメント防止条例を制定
しました。

☝上記２つの条例は、３月定例会において議員発議で提案し、全会一致で原案可決しました。
　詳細は後日、議会のホームページへ掲載予定です。

議会報告会に代えて

主
な
内
容
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今期４年間、議会活動に対するご理解ありがとうございました
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～市政を問う～
一般質問

議会制度研究会報告
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～
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